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耐震診断の結果の公表に関する補足説明 

■耐震診断の結果の公表の項目について 

耐震診断の結果の公表例及び対応する附表の例 

 

 

 

 

 

附表（耐震診断の評価の結果と構造耐力上主要な部分の地震に対する安全性の評価） 

 

 

 

 

 

 

① 耐震診断の方法の名称 

  耐震診断とは、地震に対する安全性を評価することです。耐震診断義務付け対象建築物の耐震診断は、平成

18 年国土交通省告示第 184 号の別添及び平成 31 年国住指第 3209 号の技術的助言の別表に記載された方法

により行うこととなっており、耐震診断の結果の報告書に記載された耐震診断の方法を記載しています。 

② 構造耐力上主要な部分の地震に対する安全性の評価結果 

 ・構造耐力上主要な部分の地震に対する安全性は、附表（耐震診断の評価の結果と構造耐力上主要な部分の

地震に対する安全性の評価）に照らし合わせることにより､Ⅰ､ⅡまたはⅢに区分されます。 

  ・報告を受けた建築物がエキスパンションジョイントなどで構造上分離され、分離された部分ごとに耐震診

断を行っている場合には、それぞれの耐震診断の方法と耐震診断の結果を記載しています。 

  ・報告を受けた建築物が１つの棟で異なる方針の耐震診断を行っている場合には、それぞれの耐震診断の方

法と耐震診断の結果を記載しています。 

  ・建築物の耐震改修工事が完了している場合には、補強設計時の耐震診断の結果を記載しています。 

③ 耐震改修等の予定 

  耐震改修や建替えなどの工事を行う予定がある建築物については、報告内容に基づき、その内容及び実施時

期を記載しています。また、報告書に記載が無い場合には、「－」と記載しています。 

④ 備考 

  ・所管行政庁が必要と認めた事項及び報告書に記載された事項を記載しています。 

＜その他＞ 

※府中市役所にあっては、「国の官庁施設の耐震診断・改修基準」に基づく「災害応急対策活動に必要な施設」で

あるため、Iso＝0.75、Z＝1.0、Rt＝1.0、G＝1.0、U＝1.25として診断しています。 

※各小学校・中学校にあっては、「東京都震災対策条例」における「被災者の一次収容施設」であるため、Iso＝

0.75として診断しています。 

※その他の建築物にあっては、１次診断では Iso＝0.8、２次及び３次診断では Iso＝0.6、その他係数は Z＝1.0、

Rt＝1.0、G＝1.0、U＝1.0として診断しています。 

※「建築物の名称」欄について、個人住宅等の場合「 ○邸 」で記載しています。 
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■耐震診断の結果の公表内容の更新について 

 公表内容は、建築物の耐震改修が行われたことなどにより状況に変化があり、当該建築物の所有者からの変更

後の耐震診断の結果の報告書を受理後、その内容を変更します。 

 また、対象建築物が除去された場合などは削除します。 


